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新時代の技術者育成をめざして

仙台高等専門学校　校長　　福 村  裕 史

　高専という教育制度が日本の歴史に登場してから、半世紀あまりが過ぎま
した。急速な工業化と経済成長に伴って、生産現場で実践的技術を有する人
材が渇望された時代、高専は産業界の要請に応えて多大な貢献をしてきまし
た。このことは現在でも20倍という高い求人倍率を誇っていることからも明
らかです。また、経済成長期を迎えているアジア諸国は、工業化のための環
境整備の必要性から、日本の高専型教育制度に熱い視線を注いでいます。
　一方、日本は21世紀に入ってから幾つかの問題に直面しています。企業の
グローバル化は、アジアのみならず世界の各地の生産現場に対応できる技
術者を要請しています。現地の人々の生活と文化を理解し、生産現場で十分
なコミュニケーションのできる語学力を持つ技術者が望まれているのです。
日本社会の高学歴化は、最先端で働く理工系技術者のほとんどが大学院修
士課程を修了しているという状況を生み出しました。さらに先進諸国の産業
界が必要とする技術も変わりつつあります。ロボットやドローンが日常化し、
それらのハードウエアのみならず制御技術も重要となってきました。微細加
工には各種の自動加工機や３Dプリンターが進出しています。主として機械
装置であった自動車は、今や電子機器から情報機器へと進化を遂げつつあ
ります。ナノテクノロジーは材料科学から医療・生命科学に浸透し、情報の操
作と蓄積を主とする産業は著しく発展し続けています。世界に目を向けれ
ば、地球環境変化や巨大自然災害、原発事故処理への対応など、未解決問題
が山積みと言えるでしょう。
　このような時代の変化に応えるためには、特定の専門分野において信頼
できる実践技術を有する上に、広い視野と外国語によるコミュニケーション
能力を持たせ、ルーチンで解決できない問題に挑戦できる人材を育成しな
ければなりません。その解決策を追求するに当たっては、社会に対する責任
感と倫理観を大切にし、様々の局面で自ら行動する能力を持たねばなりませ
ん。現代社会の要請に沿った技術者としての素養を身に付けた後は、直ちに
就職して社会貢献するだけでは無く、大学編入学や専攻科修了後の大学院
進学によって、より高度な技術者になる道もあるでしょう。教育にかかるコス
トが問題になる中、既存の高校・大学という教育課程に比較すれば、はるか
にコスト・パフォーマンスに優れたシステムとも考えられます。さらに、産業
基盤を支える技術や資格を有することは、男女に関わらず社会に貢献でき
る道であることも忘れてはなりません。
　新しい時代に即した教育をめざして、高専のカリキュラムと教育体制は生
まれ変わりつつあります。これが社会全体に受け入れられるためには、十分
な広報活動が必要と考えています。関係者の皆様には、なお一層のご支援を
お願いします。

はじめに
02 校長挨拶
04 設立理念・教育目標・

カリキュラムポリシー
08 JABEE認定教育プログラム

高専の学校制度
09 全国高等専門学校分布図
10 歴代校長・名誉教授
11 沿革

組織
13 組織・運営体制
15 教職員の現員　役職員
16 運営組織図
17 高度化再編への取組と実績
準学士課程
18 総合科学系
22 生産システムデザイン工学系（名取キャンパス）

●機械システム工学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22
●電気システム工学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24
●マテリアル環境工学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26
●建築デザイン学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28

30 情報電子システム工学系（広瀬キャンパス）
●知能エレクトロニクス工学科・・・・・・・・・・30
●情報システム工学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32
●情報ネットワーク工学科・・・・・・・・・・・・・・・・・34

専攻科
36 生産システムデザイン工学専攻
38 情報電子システム工学専攻
40 研究推進センター

地域イノベーションセンター
CO-OP教育センター
ICT先端開発センター



校歌
新たな時代を切り開く高専の夢と意気込み、
そして未来へ躍進する姿を明るく、力強く、格調高く表現
１. 仰ぐ秀麗　蔵王の峰よ

 萌ゆる若葉（みどり）に　心も躍る

 自治の旗風（はたかぜ）　あざやかに

 たゆまぬ努力で　叡智を磨く

 友よ究めん　科学の真理

 ああ　仙台高専　夢呼ぶ我ら

校章
心のある技術者、そして、心に訴える
ものづくりができる人材を育ててほしい
という思いを込めて「心」を図案化

マスコットキャラクター
ロボットの「ロ」、キジの「ジ」、
新学科は七つで、タイ語で七の「ジェット」、
ロジックの「ロジ」から
「ロジェット」と命名

２. 名取・広瀬の　ふたつの川も

 ひとつになりて　大海原へ

 友愛（あい）を奏でる　波の音

 溢れる情熱（おもい）は　世界をめぐる　

 友よ語らん　我らの使命

 ああ　仙台高専　漲（みなぎ）る力

３. 高き理想と　鍛えし技で

 宮城（ここ）を要に　花咲く文化

 新たな息吹　頬（ほほ)にうけ

 豊かな創造　時代を拓（ひら）く

 友よ学ばん　希望に燃えて

 ああ　仙台高専　輝く未来

保岡 直樹  作詩　　江村 玲子  作曲

宮城高専・情報デザイン学科 平成21年３月卒業生

齋　明日美
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設立理念
　現在、社会から高専に期待されている「幅広い場で活躍する実践的・創造的技術者の養成へ」に応えるために、２工学系７学科・
専攻科２専攻及び３センターから構成される仙台高等専門学校の教育研究上の理念を下記のように設定する。

「高度に複合化した産業界で技術開発の中核を担う実践的・創造的な能力を有し、次世代のも
のづくり技術者として国際的に通用する、人間性豊かな人材の養成を通じて、科学技術と人間
社会の調和的発展に寄与する。」

目　的
　仙台高等専門学校は、教育基本法（平成18年法律第120号）及び学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づき、深く専門の学芸
を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。

１．主体性と協調性をもつ人間性豊かな人材の養成
２．創造的で高度な実践的技術者の養成
３．国際的視野で社会に貢献できる技術者の養成

教育目標

　高等専門学校は、高等学校とは異なり、学習指導要領にとらわれることなく自主的・自律的にカリキュラムの編成が可能な高等
教育機関の一つである。本校においては、実践的かつ創造的能力、及び人間力（主体的・能動的に学ぶ力、教養、責任感、コミュニ
ケーション力）を備えた、国際的に通用する次世代のものづくりに携わる若者の育成を目的に、「くさび形教育」、「スパイラル教
育」、「アクティブ・ラーニング」を共通基盤としつつ、以下の内容を備えたカリキュラムを編成する。
１）導入教育
　新入生が高専教育にスムーズに移行できるように、初年次導入教育の充実を図る。
２）教養教育
①低学年において一般科目を重点的に配置する一方、社会人として求められる多様な教養や、国際的コミュニケーション力を身
に付けるために、高学年においても広範なリベラル・アーツ科目を配置して教養教育の充実を図る。

②数学は３学年において大学１、２年レベルを学ぶ。
３）専門教育
　①専門科目の内容の連続性・関連性・継続性を考慮した学年配置を行う。
　②「ものづくり」で重要となる、実験・実習・演習などの実体験を伴う科目を数多く配置する。
　③低学年から高学年まで、創造性や人間力の育成に関連した幅広い科目を配置する。
４）学習成果の振り返り
　学習成果の評価においては、学生に自らの知識や理解の到達度を確認させ、その後の学習意欲の向上を図る。

カリキュラムポリシー



機械システム工学科
　機械工学に関する確か

な基礎力と、未来社会を担

う電気・材料分野を融合し

た新機械工学分野に対す

る応用力を備えた、エンジ

ニアリングデザイン能力の

高い機械系技術者の養成

を目標とする。

電気システム工学科
　電気工学の基礎と技術

の習得により、多岐に亘る

応用分野を互いに関連付

けながら総合的に支え発

展させるとともに、工学技

術者として社会に貢献する

人材の養成を目標とする。

マテリアル環境工学科
　マテリアル・環境の講義・

実験を通して、環境に視点

を持ち、多様なマテリアル

開発や工業製品への応用

の素養を持つ技術者の養

成を目標とする。

建築デザイン学科
　建築耐震構造の安全性など災害への対

応、高齢化社会及び障害者バリアフリーなど

社会環境整備への対応、地方中小都市活性

化への対応、環境共生・エネルギー問題への

対応など、社会の要求が高度化している状

況の中で、建築学に基礎を置き、住まいから

都市に至る住環境・社会環境のプランニング

＆デザインを行うための基礎知識と基礎技

術を身に付けた技術者の養成を目標とする。

■学科の教育目標
生産システムデザイン工学系

知能エレクトロニクス工学科
　インテリジェント（知能）化が進むエレクトロ

ニクス機器の動作原理を理解するとともに、そ

れらを開発するために必要とされる各種要素

技術について幅広く学修し、ハードウェアを主

体としてソフトウェアも十分に活用できる技術

者の養成を目標とする。

情報システム工学科
　コンピュータシステムの基礎から

応用技術までを学修し、世界中に拡

がる情報を人々の生活に活用でき

る能力を有する技術者の養成を目

標とする。

情報ネットワーク工学科
　社会活動や人々の生活を支える最先端の情報

ネットワークの構造と仕組みを、電気通信技術・

ネットワーキング技術・ネットワークシステム技

術の3つの柱のもとバランスよく学修し、情報

ネットワークの設計・構築・運用・応用ができる技

術者の養成を目標とする。

情報電子システム工学系

生産システムデザイン工学専攻
　持続可能な社会の実現に資する、分野にとらわれない技術の

複合･融合化や、全ての工程を見通した総合的な技術革新に携わ

ることのできる、高度なエンジニアリングデザイン能力を身に

付けた、国際的に通用する技術者の養成を目標とする。

■専攻科の教育目標

情報電子システム工学専攻
　最先端の情報・電子製品を構成している情報システム・電子シ

ステム及びその融合技術に精通し、人間・社会・環境等に優しい

技術開発に関与できる高度なエンジニアリングデザイン能力を

身に付けた、ものづくり日本の伝統を継承できる国際的に通用す

る技術者の養成を目標とする。

機械システム工学科
　機械システム工学科は、「ものづくり」に必要な「考える力」と「実現する力」を身に付けることを主眼として、「ものづくり」を担う融

合技術に対応できる技術的・学問的知識を修得し、科学技術への責任を自覚した取組ができる技術者を養成する。具体的には以下を

教育方針として教育課程を編成する。

　①　機械工学の柱となる基礎力学の学習を学年進行に従い内容を深めながら、その知識を修得させる。

　②　生産技術に関する科目の学習・実習を通して、「ものづくり」技術の基礎となる設計手法や加工技能を修得させる。

　③　実験・実習・演習・セミナー等の体験的学習により、機械工学とその周辺工業技術に対する応用力を育成する。

　④　インターンシップ等の実践科目や卒業研究を通して、複合システムに対する応用力、コミュニケーション能力、工業技術の社

会的役割・責任を自覚できる素養を育成する。

■学科のカリキュラムポリシー



マテリアル環境工学科
　マテリアル環境工学科は、金属、セラミックス、有機・高分子材料など多様なマテリアルの諸性質に関する知識とその作製・評価技
術を身に付けるとともに、地球環境の基礎概念と環境分析技術を学修させ、地域社会から世界に貢献できる技術者を養成する。具体

的には以下を教育方針として教育課程を編成する。

　①　マテリアル環境工学の中核となる材料工学の知識とスキルを体系的に確実に修得させる。

　②　地球環境を支える基礎概念と環境分析技術等の基盤技術を修得させる。

　③　マテリアルの設計、開発に必要な専門知識と作製・評価技術並びに、地球環境の基礎概念と環境分析について、実験・実習・演習

を通して、総合的な教育を実施する。

　④　卒業研究等を通して、マテリアル環境工学をキーワードとして、創造性や問題解決能力を高め、環境維持と社会発展の両立に

貢献できるマテリアル系の総合エンジニアを育成する。

電気システム工学科
　電気システム工学科は、電気工学の幅広い知識と技術の学習により、多岐にわたる応用分野を互いに関連付けながら総合的に支え

発展させるとともに、社会に貢献できる技術者を養成する。具体的には以下を教育方針として教育課程を編成する。

　①　低学年から電気工学の基礎を講義・演習・実験を通して体系的に確実に修得させる。

　②　電気工学の弱電から強電及び情報技術に至るまでの幅広い知識と技術を修得させる。

　③　電気主任技術者の認定校として必要な専門科目を配置するとともに、資格指導などを通して、生涯にわたり自主的に学ぶこと

ができる基礎能力を育成する。

　④　卒業研究等を通して、電気に関する様々な応用分野にチャレンジできる能力を育成する。

情報システム工学科
　情報システム工学科は、ソフトウェア技術を中核とする情報システムの基礎から応用までを学修させ、広く社会に貢献できる技術

者を養成する。具体的には以下を教育方針として教育課程を編成する。

　①　情報システムの中核となるソフトウェアの知識とスキルを体系的に確実に修得させる。

　②　情報システムを支えるハードウェアやネットワーク等の基盤技術を修得させる。

　③　実習を通して、情報システムの設計、開発、提供に必要なコミュニケーション能力を育成する。

　④　卒業研究等を通して、情報をキーワードとしながらも、様々な技術や分野にチャレンジできる能力を育成する。

知能エレクトロニクス工学科
　知能エレクトロニクス工学科は、インテリジェント化が進む電子機器の仕組みや動作原理を理解し、それらを開発するために必要

とされる各種要素技術について幅広く学修させ、ハードウェアを主体としてソフトウェアも十分に活用できる素養を身に付けるこ

とによって、広く社会に貢献できる技術者を養成する。具体的には以下を教育方針として教育課程を編成する。

　①　電子回路をはじめとするエレクトロニクス技術の基礎を確実に修得させる。

　②　機器のインテリジェント化を進めるために必要とされるプログラミング及びマイクロコンピュータ技術を修得させる。

　③　電子物性及び各種デバイス技術についての知識を修得させる。

　④　卒業研究等を通して、問題解決能力や様々な応用分野に対応できる能力を涵養する。

建築デザイン学科
建築デザイン学科は、建築及び都市の計画・デザイン・建設・マネジメントまでの幅広い分野をカバーし、広く社会に貢献できる技術

者を養成する。具体的には以下を教育方針として教育課程を編成する。

　①　建築デザインに関わる知識や技術を体系的に確実に修得させる。

　②　建築デザインを支えるハードウェアやソフトウェア等の基礎的素養と実践的な技術を修得させる。

　③　設計製図、実験、実習を通して、建築デザイン学全般の計画・設計・建設・マネジメントまでの必要なコミュニケーション能力、

マネジメント能力を段階的に育成する。

　④　卒業設計及び卒業研究等を通して、建築デザイン学を軸としながらも、地域や企業などとも連携しながら様々な技術や分野に

対応できる知識と能力を育成する。



　専攻科では、準学士課程で培った実践的かつ創造的能力、及び人間力を更に高め、融合複合領域において国際的に通用する高度な

実践的技術者を養成するため、以下の内容を備えたカリキュラムを編成する。

　⑴準学士課程で培った実践的技術者としての基本的能力・素養をより高度にかつ幅広く修得することが可能な、一般・専門科目
群を配置する。

　⑵融合複合領域におけるエンジニアリングデザイン能力を育成するために、異なる技術の創造的な融合に取り組む科目を配置す
る。

　⑶社会的責任を考えて研究・開発する能力を育成するために、地域・企業と連携して教育する科目を配置する。

　⑷国際的に通用するコミュニケーション能力を育成するために、日本語・外国語による討論や対外的な研究発表を行う科目を配
置する。

　⑸高度な実践的技術者に求められるチームワーク力、リーダーシップ力、企画調整力を育成する科目を配置する。

■専攻科のカリキュラムポリシー

情報ネットワーク工学科
　情報ネットワーク工学科は、情報の伝達・流通という観点から、ネットワーク技術、電気通信技術を中核とする情報システム及び

ネットワークシステムの基礎から応用までを学修させ、広く社会に貢献できる技術者を養成する。具体的には以下を教育方針として

教育課程を編成する。 

　①　コンピュータや電気通信技術、ネットワークの基礎知識とスキルを体系的に確実に修得させる。 

　②　自ら情報を収集し、分析・整理して問題を発見することができる能力を修得させる。 

　③　実験・実習を通して、制約条件や社会への影響を考慮し、複数のアプローチから問題を解決する能力を育成する。 

　④　卒業研究等を通して、様々な技術や分野にチャレンジできる能力、仲間との協働活動などに必要なコミュニケーション能力を

育成する。

教育体制

・生産システムデザイン工学系 ・生産システムデザイン工学専攻
学科（準学士課程） 専攻科

生産システムデザイン工学専攻

総合科学系（一般科目・各学科共通科目）

情報電子システム工学専攻

機械システム工学科
電気システム工学科
マテリアル環境工学科
建築デザイン学科

生産システム工学コース
建築デザイン学コース
情報デザイン学コース

知能エレクトロニクス工学科
情報システム工学科
情報ネットワーク工学科

情報電子システム工学コース

・情報電子システム工学系 ・情報電子システム工学専攻

　下図は、本校の教育体制における準学士
課程（機械システム工学科、電気システム工
学科、マテリアル環境工学科、建築デザイン
学科、知能エレクトロニクス工学科、情報シ
ステム工学科、情報ネットワーク工学科、及
び総合科学系）と、専攻科課程（生産システ
ムデザイン工学専攻，情報電子システム工
学専攻）の関係を表しています。

専攻科課程
（２年間）

準学士課程
（５年間）

機械
システム
工学科

知能
エレクトロニクス
工学科

情報
システム
工学科

情報
ネットワーク
工学科

電気
システム
工学科

マテリアル
環境
工学科

建築
デザイン
学科



JABEE修了証書授与式

JABEE認定教育プログラム
　日本技術者教育認定機構（JABEE）は、学問を教える工学教育から技術者を育てる

技術者教育への転換を実現し、日本の技術水準を国際水準に整合させる目的で設立

されました。JABEE認定制度は平成13年度から始まり、平成13年度は３大学が認定を

受けました。仙台高専専攻科の前身である宮城高専専攻科と仙台電波高専専攻科

は、翌14年度に東北の大学及び全国の高専専攻科では最初に認定を受けました。

平成19年度及び平成24年度に継続認定となり、仙台高専の教育システム・卒業生の

能力は、大学と同等であることが国際的に認められています。

　準学士課程４年次（一部３年次科目を含む）から専攻科２年次までの４年間は、次の２つのプログラムに基づいた教育が行わ

れます。各プログラムは、４年制大学の教育内容が保証されるとともに、国際化に対応したものとして高い評価を得ているもの

です。したがって、この教育プログラムを修了すると、技術者に必要な基礎教育を完了したものとして技術士第１次試験を免除

されて直接「修習技術者」となり、一定の条件のもとでの経験年数を経て、技術士の受験資格が得られます。

高専の学校制度
　右図は、学校制度における、高専の学科（準学士課程）及び高専専攻

科（専攻科課程）の位置付けを表しています。

中学校卒業者は、高専（準学士課程）への入学資格があります。
高校卒業者は、高専（準学士課程）への編入学資格があります。
高専（準学士課程）卒業者は、大学への編入学資格があります。
高専（準学士課程）卒業者は、高専専攻科課程への入学資格が
あります。
専攻科課程を修了し、学位授与機構から「学士」を得た者は、
大学院への入学資格があります。 中学校

高等学校
高専（準学士課程）

専攻科課程

社会
産業界

大学

修士課程

博士課程
大学院

（博士）

（修士）

（学士）

（準学士）

（学士）

大学院

編入学

編入学

進学

生産システムデザイン工学プログラム
　本プログラムは、工学（融合複合・新領域）及びその関連の工

学分野で、JABEE認定を受けました。人類と自然が調和した社

会の実現に向けて、総合的な技術革新に携わることができる、

高度なエンジニアリングデザイン能力を身に付けた国際的に通

用するエンジニアを養成します。

■日本技術者教育認定機構（JABEE）認定の教育プログラム

名取キャンパス

情報電子システム工学プログラム
　本プログラムは、電子情報通信・コンピュータ及び関連の工

学分野で 、JABEE認定を受けました。新たな高度情報電子技術

産業の創出を促進するために、人間・社会・環境に優しい技術

開発に携わることができる、高度なエンジニアリングデザイン

能力を身に付けた国際的に通用するエンジニアを養成します。

広瀬キャンパス



全国高等専門学校分布図
■北海道

　函館
　苫小牧
　釧路
　旭川

■東北

　八戸
　一関
　仙台
　秋田
　鶴岡
　福島

■関東信越

　茨城
　小山
　群馬
　木更津
　東京
　長岡
　長野
　東京都立産業技術
　サレジオ

■東海北陸

　富山
　石川
　福井
　岐阜
　沼津
　豊田
　鳥羽商船
　鈴鹿
　金沢

■近畿

　舞鶴
　明石
　奈良
　和歌山
　大阪府立
　神戸市立
　近畿大学

■中国

　米子
　松江
　津山
　広島商船
　呉
　徳山
　宇部
　大島商船

■四国

　阿南
　香川
　新居浜
　弓削商船
　高知

■九州

　久留米
　有明
　北九州
　佐世保
　熊本
　大分
　都城
　鹿児島
　沖縄

函館

苫小牧

旭川

釧路

八戸

秋田

一関
鶴岡

仙台長岡

福島

小山

茨城
群馬

東京

木更津
沼津

長野

東京都立産業技術

富山

サレジオ

石川
金沢
福井

岐阜

豊田
鈴鹿

鳥羽商船

国立高専

公立高専

私立高専

神戸市立
大阪府立

大島商船

広島
商船

弓削
商船

近畿大学

奈良

舞鶴

和歌山阿南

明石

米子

津山

香川

高知

新居浜

松江

呉
徳山宇部

大分

北九州
久留米

佐世保

熊本

鹿児島

有明

都城

沖縄

高専機構本部

熊本キャンパス

高松
キャンパス

詫間
キャンパス

八代キャンパス

射水キャンパス
本郷キャンパス

広瀬キャンパス

名取キャンパス



歴代校長・名誉教授 平成28年４月１日現在

■仙台電波工業高等専門学校
歴代校長

名誉教授

代数 歴代校長名 在任期間
初　代 角　川　　　正 昭和46年４月１日～昭和49年12月21日
第２代 平　原　榮　治 昭和50年４月３日～昭和58年３月31日
第３代 髙　橋　　　正 昭和58年４月３日～平成２年３月31日

代数 歴代校長名 在任期間
第４代 山　田　竹　實 平成２年４月１日～平成９年３月31日
第５代 渡　辺　英　夫 平成９年４月１日～平成17年３月31日
第６代 宮　城　光　信 平成17年４月２日～平成21年９月30日

氏名 称号授与年月日
髙　橋　　　正 平成２年８月16日

氏名 称号授与年月日 氏名 称号授与年月日
今　野　　　眞 平成19年４月１日
浅　見　誠　治 平成19年４月１日中　川　一　郎 平成３年５月27日

横　田　慎　一 平成８年４月１日 服　部　正　行 平成19年４月１日
福　島　正　忠 平成19年４月１日古　谷　恒　雄 平成10年４月１日
鹿　股　昭　雄 平成20年４月１日
熊　谷　正　純 平成21年４月１日

長　島　富太郎 平成12年４月１日

中　林　　　撰 平成15年４月１日
竹　内　登志男 平成15年４月１日
根　岸　幸　康 平成16年４月１日
三　浦　幹　雄 平成16年４月１日
渡　辺　英　夫 平成17年４月１日
細　川　幸　也 平成17年４月１日宮　城　　　篤 平成13年４月１日

■宮城工業高等専門学校
歴代校長

名誉教授

代数 歴代校長名 在任期間
初　代 黒　川　利　雄 昭和38年４月１日
第２代 鈴　木　廉三九 昭和38年４月２日～昭和51年４月１日
第３代 河　上　房　義 昭和51年４月１日～昭和58年４月１日
第４代 山　口　　　格 昭和58年４月１日～平成元年３月31日

代数 歴代校長名 在任期間
第５代 矢　澤　　　彬 平成元年４月１日～平成７年３月31日
第６代 斉　藤　正三郎 平成７年４月２日～平成12年３月31日
第７代 四ツ柳　隆　夫 平成12年４月２日～平成19年３月31日
第８代 宮　城　光　信 平成19年４月１日～平成21年９月30日

氏名 称号授与年月日 氏名 称号授与年月日 氏名 称号授与年月日

山　田　哲　義 平成15年４月１日
百　瀬　　　丘 平成17年４月１日

水　谷　　　敏 昭和63年４月１日

丹　野　浩　一 平成17年４月１日

庄　司　　　彰 平成18年４月１日
唐　澤　信　司 平成18年４月１日
四ツ柳　隆　夫 平成19年４月１日
松　浦　　　眞 平成19年４月１日
池　田　千　里 平成19年４月１日
佐々木　悊　彦 平成20年４月１日
澁　谷　純　一 平成20年４月１日

小　枝　昌　造 平成４年４月１日
石　井　　　浩 平成５年４月１日
伊　藤　繁　巳 平成５年４月１日
斉　藤　克　己 平成６年４月１日
早　坂　高　則 平成６年４月１日

田　口　　　收 平成20年４月１日
吉　田　光　彦 平成21年４月１日

有　川　　　晉 平成８年４月１日
鈴　木　昭　逸 平成８年４月１日
桑　原　孝　夫 平成９年４月１日
木　村　  　 茂 平成９年４月１日

渡　辺　 　  宏 平成10年４月１日
阿　部　邦　利 平成12年３月16日
千　葉　胤　明 平成12年３月27日
斉　藤　正三郎 平成12年４月１日
岡　田　將　彦 平成12年４月１日
大　泉　智　壽 平成14年４月１日
小　野　堯　之 平成15年４月１日
坂　本　政　祀 平成15年４月１日

早　坂　　　茂 平成７年４月１日

氏名 称号授与年月日 氏名 称号授与年月日 氏名 称号授与年月日

■仙台高等専門学校
歴代校長

代数 歴代校長名 在任期間
初　代 宮　城　光　信 平成21年10月１日～平成22年３月31日
第２代 内　田　龍　男 平成22年４月２日～平成28年３月31日

名誉教授

第３代 福　村　裕　史 平成28年４月１日～

宮　城　光　信 平成22年４月１日
花　熊　克　友 平成22年４月１日
千　葉　正　昭 平成23年４月１日
生　田　信　之 平成23年４月１日
高　村　　　潔 平成23年４月１日
伊　藤　憲　雄 平成23年４月１日
青　木　恭　介 平成23年４月１日
本　間　敏　行 平成23年４月１日
逢　坂　雄　美 平成23年４月１日

野　田　泰　久 平成23年４月１日
加　藤　　　靖 平成23年４月１日
松　谷　　　保
柴　田　公　博
名久井　孝　義
小野寺　重　文
石　山　純　一
丹　野　　　顯
鯨　井　千佐登

平成24年４月１日
平成24年４月１日
平成24年４月１日
平成24年４月１日
平成25年４月１日
平成25年４月１日
平成26年４月１日

内　田　龍　男 平成28年４月１日
佐　藤　安　功 平成28年４月１日
佐々木　典　彦 平成28年４月１日
大　泉　哲　哉 平成28年４月１日

平成28年４月１日鈴　木　隆　之

海　野　啓　明
鈴　木　吉　朗
櫻　井　　　宏
羽　賀　浩　一

平成26年４月１日
平成27年４月１日
平成27年４月１日
平成27年４月１日



昭和43年度 金属工学科を新増設

昭和61年度 金属工学科を材料工学科に改組

平成３年度 ２専門履修コース設置

平成10年度 専攻科を設置　生産システム工学専攻
　　　　　　　建築・情報デザイン学専攻

平成15年度 JABEE認定 生産システムデザイン工学プログラム
 ―工学（融合複合・新領域）分野―

JABEE認定 電子情報システム工学プログラム
 ―電気・電子・情報通信及びその関連分野―
 （平成22年３月に名称が「情報電子システム工学プログラム」に変更）

平成５年度 情報デザイン学科を増設

平成16年度 独立行政法人国立高等専門学校機構
宮城工業高等専門学校となる

平成17年度 機関別認証評価認定

独立行政法人国立高等専門学校機構
仙台電波工業高等専門学校となる

機関別認証評価認定

昭和38年４月１日

昭和20年４月１日

宮城工業高等専門学校設置
機械工学科、電気工学科、建築学科

昭和24年５月31日 国立仙台電波高等学校となる

昭和52年度 電波通信学科１学級を電子工学科に改組

昭和53年度 情報工学科を新設

昭和60年度 電子制御工学科を新設

平成元年度 電波通信学科を情報通信工学科に改称

専攻科を設置　電子システム工学専攻
　　　　　　　情報システム工学専攻

昭和46年４月１日 仙台電波工業高等専門学校となる
電波通信学科（２学級）

昭和18年１月22日
　　　　 ４月 １ 日
　　　　11月 １ 日

平成21年10月１日

仙台高等専門学校

宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専門学校を高度化再編し、仙台高等専門学校を設置
学　科／機械システム工学科、電気システム工学科、マテリアル環境工学科、建築デザイン学科、
　　　　知能エレクトロニクス工学科、情報システム工学科、情報ネットワーク工学科
専攻科／生産システムデザイン工学専攻、情報電子システム工学専攻

沿革
　我が国の産業のめざましい発展と科学技術の著しい高度化に伴い、有為な技術者の養成が社会の各方面から強く要望され、昭

和36年の学校教育法の一部改正により、高等教育機関として新たに中学校卒業程度を入学資格とする５年制の高等専門学校制

度が発足しました。現在、51国立高専と３公立高専、３私立高専が設置されています。

　本校は、宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専門学校とを高度化再編し、平成21年10月１日に仙台高等専門学校（名取

キャンパス・広瀬キャンパス）として設置したものです。

　仙台高等専門学校（国立仙台高専）では、大括りの２工学系の中にそれぞれ複合技術分野の学科及び専攻科を設置し、準学士

課程の充実と専攻科の拡充、社会人キャリアアップコースの設置による地域人材育成推進を図るとともに、地域連携・地域貢献の

中心となるセンターを整備しています。

宮城工業高等専門学校 仙台電波工業高等専門学校

（財）東北無線電信講習所設置
特科を設置
逓信省所管の官立無線電信講習所仙台支所となる

官制改正により官立仙台無線電信講習所として独立



■特　徴

  ２キャンパス・７学科の豊富な学科構成
　名取キャンパスの生産システムデザイン工学系４学科と、広瀬キャンパスの情報電子システム工学系３学科とによる豊

富な学科構成となっており、工学基礎力と融合複合領域への技術的･学問的素養を兼ね備えた、幅広い場で活躍する実践的･

創造的技術者を養成します。

　  入学定員を大幅に拡張した専攻科
　科学技術の進展が急速な社会で、国際的に活躍できる高度な実践的技術者を養成するために、高等専門学校の５年間の準

学士課程の上に、入学定員70名の専攻科が設置されています。２年間の専攻科課程を修了後は、大学卒と同等の学士（工学）

を取得することができます。

　  地域と社会に貢献する３つのセンター
　地域社会との連携･地域貢献の核となる３つのセンターを設置し、地域の産業界との共同研究や技術相談、企業人材教育

への協力、企業技術者と連携した高専教育の推進、地域の理科教育支援を強化し、地域と社会の発展に貢献します。

学科（入学定員200人）

機械工学科　電気工学科　建築学科　材料工学科
情報デザイン学科

再　　　　編／平成21年10月
学生受入開始／平成22年４月

・教育の質の向上
・地域産業界との連携強化
・高専広域連携の核

■宮城工業高等専門学校

■仙台高等専門学校

学科（入学定員280人）

機械システム工学科　電気システム工学科　マテリアル環境工学科　建築デザイン学科
知能エレクトロニクス工学科　情報システム工学科　情報ネットワーク工学科

研究推進センター

地域イノベーションセンター　CO-OP教育センター　ICT先端開発センター

専攻科（入学定員70人）

生産システムデザイン工学専攻　情報電子システム工学専攻

専攻科（入学定員20人）

生産システム工学専攻　建築・情報デザイン学専攻

●地域共同テクノセンター ●地域連携テクノセンター

学科（入学定員160人）

情報通信工学科　電子工学科　電子制御工学科
情報工学科

■仙台電波工業高等専門学校

専攻科（入学定員16人）

電子システム工学専攻　情報システム工学専攻

高度化再編



■組　織

組織・運営体制

総合科学系文科

総合科学系理数科

総合科学系

地域イノベーションセンター

CO-OP教育センター

図書館

教育研究技術支援室

総務課
＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

管理課
＊

学務課 学生課 施設課 企画室
＊

＊ 各キャンパスに置かれる室及び課

ICT先端開発センター

は名取キャンパス

は広瀬キャンパス

はキャンパス共通
機械システム工学科

電気システム工学科

マテリアル環境工学科

建築デザイン学科

知能エレクトロニクス工学科

情報システム工学科

情報基盤センター

創造教育センター

学生相談室

キャリア支援室

＊
特別支援室

情報ネットワーク工学科

校　長 副校長

生産システムデザイン工学専攻

情報電子システム工学専攻

学科等

専攻科

研究推進センター

事務部



■運営体制

校　　　　　　　長

副校長（総務担当）２

事　務　部

総　　務　　課

総　　務　　係

人 事・労 務 係

情 報 企 画 係

庶　　務　　係

図　　書　　係

管　　理　　課

財　　務　　係

契　　約　　係

会　　計　　係

学　　務　　課

学　　務　　係

入　　試　　係

学　　生　　係

学　　生　　課

教　　務　　係

学 生 支 援 係

学 生 生 活 係

施　　設　　課

建　　築　　係

設　　備　　係

電　　気　　係

施 設 管 理 係

施　　設　　係

企　　画　　室

企 画 運 営 係

研 究 支 援 係

連携・国際交流係

教育研究技術
支　援　室

〔名 取〕  　　〔広 瀬〕

第一班　　　第一班

第二班　　　第二班

第三班　　　　　　

名取キャンパス・広瀬キャンパス　教員（学科・専攻科・センター・室・委員会）

統 括

副
校
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教
務
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務
主
事
】

副統括

副
校
長（
教
務
担
当
兼
次
世
代
型
教
育
担
当
）【
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】

統 括
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生
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学
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主
事
】

副統括
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学
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当
）【
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主
事
】
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】
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）

統 括
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・
産
学
連
携
担
当
）

副統括
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・
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当
）

【
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工
学
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長
】

【
生
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シ
ス
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デ
ザ
イ
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工
学
専
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】



教職員の現員 平成28年７月１日現在

平成28年４月１日現在

■教員の年齢構成
年齢区分

21～30
31～40
41～50
51～60
61～70
計

教授
男

16
29
8
53

准教授
女

2
2
1
5

男

12
23
6
1
42

女

4
2

6

女
1
2
2

5

合計
男
4
19
40
35
9
107

女
1
6
6
2
1
16

計
5
25
46
37
10
123

講師
男

1

1

女

0

助教・助手
男
4
7

11

■現員
校長

１
教授

58
准教授

47
講師

1
助教・助手

17
小計

124
職員

87
合計

211

役職員
校　長 　福　村　裕　史

事務部長 根　本　直　之

総務課長 山　木　幸　一

学務課長 飯　島　賢　道

施設課長 菅　野　俊　彦

副校長（総務担当）・
教育研究技術支援室長 〔名取〕 内　海　康　雄
副校長（教務担当兼次世代型教育担当）・
教務主事 〔名取〕 佐　藤　一　志

副校長（学生担当）・学生主事 〔名取〕 浅　田　　　格

副校長（寮務担当）・寮務主事 〔名取〕 熊　谷　晃　一

副校長（研究・産学連携担当） 〔名取〕・
研究推進センター長 遠　藤　智　明

図書館長 〔名取〕 岡　﨑　久美子

総合科学系文科長 飯　田　清　志

総合科学系理数科長 今　野　一　弥

機械システム工学科長 石　川　信　幸

電気システム工学科長 中　村　富　雄

マテリアル環境工学科長 北　川　明　生

建築デザイン学科長 坂　口　大　洋

副校長（専攻科担当）・
生産システムデザイン工学専攻長 本　郷　　　哲

CO-OP教育センター長 伊　藤　昌　彦

管理課長 岩　澤　一　雄

学生課長 黒　田　義　弘

企画室長 水戸辺　栄　一

副校長（教務担当兼次世代型教育担当）・
教務主事 〔広瀬〕 馬　場　一　隆

副校長（学生担当）・学生主事 〔広瀬〕 久保田　佳　克

副校長（寮務担当）・寮務主事 〔広瀬〕 矢　澤　　　睦

林　　　忠　之副校長（研究・産学連携担当） 〔広瀬〕・
地域イノベーションセンター長

図書館長 〔広瀬〕 福　地　和　則

総合科学系長 小　松　京　嗣

知能エレクトロニクス工学科長 那　須　潜　思

情報システム工学科長 早　川　吉　弘

情報ネットワーク工学科長 平　塚　眞　彦

副校長（専攻科担当）・
情報電子システム工学専攻長 白　根　　　崇

ICT先端開発センター長 菅　谷　純　一

副校長（総務担当）・専攻科長
教育研究技術支援室長 〔広瀬〕 竹　茂　　　求



運営会議

教育改革本部会議

研究改革本部会議

企画調整会議

国際交流企画会議

施設環境マスタープラン会議

総務企画会議

卒業等認定会議

情報基盤センター委員会

創造教育センター委員会

学生相談室委員会

キャリア支援室委員会

教育研究技術支援室委員会

男女共同参画推進委員会

将来構想委員会

危機管理委員会

入学試験委員会

広報委員会

教員人事委員会

情報セキュリティ管理委員会

ハラスメント・体罰防止対策委員会

賞罰委員会

設備整備マスタープラン検討委員会

教育研究支援基金運営委員会

評価・改善統括室

評価室

改善室

FD室

研究推進センター会議

人間対象研究倫理委員会

知的財産委員会

地域イノベーションセンター運営委員会

CO-OP教育センター運営委員会

ICT先端開発センター運営委員会

教員会議

学科会議

専攻科統括室

教育・学生支援企画会議

教務統括室
学生支援統括室
寮生支援統括室

教務企画室
学生支援室
寮生支援室
専攻科企画室

次世代型教育推進統括室 次世代型教育推進室

国際交流委員会

施設・環境マネジメント委員会

安全衛生委員会

防災対策委員会

図書委員会

学生相談室運営委員会

キャリア支援室運営委員会

教育研究技術支援室運営委員会

危機管理室

教員人事委員会

評価室

改善室

FD室

運営組織図 

校　
　

長

運
営
諮
問
会
議

＊名取キャンパス・広瀬キャンパス
　にそれぞれ設置する会議等

















































研究推進センター

　仙台高専の研究力の向上と地域産業界への更なる貢献を行うことを目指し
て、研究推進センターが発足しました。高度技術を集積活用して、地域の発展に
寄与することを目的としています。
　仙台高専の企業協力会である産学連携振興会の会員企業、地元企業、自治体、
金融機関と連携しながら、研究、教育を行うことで、地域の産業振興を支えてい
きます。

■研究推進センター
　（センター長：遠藤智明　副センター長：林忠之）

　地域イノベーションセンターは、仙台地域の産業界からの期待に応えるために、
産学連携、研究支援体制を整備し、研究機関、企業、金融機関等との連携、競争的
資金や寄附金等の外部資金の調達、シーズから得られた特許権の取得、学内教員
への研究支援と産学連携のコーディネーションを主な事業として推進します。

■地域イノベーションセンター（名取・広瀬キャンパス）
　（名取センター長：伊藤昌彦　広瀬センター長：林忠之）

　近年、産業界においては、高度なエンジニアリング・デザイン能力を有し、技術の複合・融合化や総合的な技術革新に携わる
ことができ、将来、国際的に活躍できる技術者が求められています。本センターは、このような社会的要請に応えるべく、地域
社会を中心とした「産官学民」と連携してCO-OP教育を推進します。また、東北地区６高専が連携して推進するCO-OP教育の拠
点でもあります。
　　　　　　　　 ※CO-OP教育：Cooperative Education，産学共同教育

※エンジニアリング・デザイン：基礎科学等の学習成果を集約し、現実的な条件の範囲内で、ニーズに合ったシステム、方法等を開発する創造的なプロセス
（日本技術者教育認定機構HPより抜粋）

■CO-OP教育センター（名取キャンパス）
　（センター長：伊藤昌彦）

　本センターは、ハードウェア、ソフトウェア設計技術者を育成する組込み系ディジタルシステム開発部門と、地域のICT企業在籍
の社会人あるいは求職者のネットワーキング技術のスキルアップを支援するネットワーキングスキル開発部門及び地域住民への
ICT活用・教育支援活動や地域との相互連携によるキャリア開発・教育等を行うICTリエゾン教育部門の３部門により、情報伝達先
端技術の開発と地域貢献を目指します。
 ※ICT：Information and Communication Technology（情報通信技術）

■ICT先端開発センター（広瀬キャンパス）
　（センター長：菅谷純一）

■研究推進センターと地域連携

地域イノベーションセンター（名取キャンパス )

地域イノベーションセンター（広瀬キャンパス )

仙台高専
連携
共同研究

研究推進センター

外部機関との連携窓口
三機関連携

長岡技術科学大学

学：大学、学術機関

官：政府・自治体

産：産学連携振興会
　　地域企業

民：NPO、NGO
金：金融機関

豊橋技術科学大学

高専機構

課題解決型
インターンシップ

地域イノベーションセンター
CO-OP教育センター
ICT先端開発センター

事務部企画室





図書館
　図書館は学習と情報提供の中心的役割を果たしています。工学系専門書や、小説・実用書・各種雑誌が並び、学生によく利用さ

れています。また、蔵書目録の検索はパソコンを活用し、視聴覚資料なども利用できます。相互利用システムを利用して、本校にな

い資料についても迅速に取り寄せできます。

　さらに、本校の教職員・学生のみならず、地域の方々にも開放しています。

区分
種別

和漢書（冊） 洋書（冊）
図書冊数 年間利用者学生 １日平均

総計（冊） 分類別比率（％）

総記

哲学

歴史

社会科学

自然科学

工学

産業

芸術

言語

文学

その他

計

5,402冊

2,720人

貸出冊数

貸出者数

22.4冊

11.3人

年間利用者教職員 １日平均

647冊

283人

貸出冊数

貸出者数

2.7冊

1.2人

総学生数入館者数 開館日数

926人
（年間１人2.9回、5.8冊）

47,821人
（１日平均198.4人）

241日
（月平均20.1日）

■名取キャンパス図書館　蔵書数 ■平成27年度利用状況

区分
種別

和漢書（冊） 洋書（冊）
図書冊数

年間利用者学生 １日平均

総計（冊） 分類別比率（％）

総記

哲学

歴史

社会科学

自然科学

工学

産業

芸術

言語

文学

その他

計

4,557冊

2,471人

貸出冊数

貸出者数

18.2冊

9.9人

年間利用者教職員 １日平均

506冊

262人

貸出冊数

貸出者数

2.0冊

1.0人

総学生数入館者数 開館日数

652人
（年間１人3.8回、7.0冊）

18,253人
（１日平均73.0人）

250日
（月平均20.8日）

■広瀬キャンパス図書館　蔵書数
■平成27年度利用状況

 3,019 267 3,286 3.86

 3,542 377 3,919 4.60

 4,923 173 5,096 5.99

 7,531 306 7,837 9.21

 12,836 1,340 14,176 16.66

 19,674 1,060 20,734 24.36

 931 9 940 1.10

 4,900 160 5,060 5.95

 3,542 1,762 5,304 6.23

 10,851 919 11,770 13.83

 6,989 0 6,989 8.21

 78,738 6,373 85,111 100.00

 6,048 338 6,386 8.95 

 2,389 49 2,438 3.42 

 4,751 82 4,833 6.77 

 5,927 76 6,003 8.41 

 13,102 1,890 14,992 21.00 

 13,645 1,784 15,429 21.62 

 1,193 26 1,219 1.71 

 3,071 60 3,131 4.39 

 2,202 954 3,156 4.42 

 11,955 331 12,286 17.21 

 19 1,487 1,506 2.11

 64,302 7,077 71,379 100.00























学生会総会 

会　　　長 

執　行　部 専門委員会 技術研究部会 応　援　団 運 動 部 会 文 化 部 会 学　級　会 審　議　会 選挙管理委員会 

実行委員会 広　　　報 メカトロニクス 
ソフトウエア 
理科体験教室 

硬式野球、
バドミントン（男子・女子）、
バレーボール（男子・女子）、
陸上競技、卓球、水泳、
ソフトテニス、ラグビー、
テニス、ワンダーフォーゲル、
バスケットボール（男子・女子）、
サッカー、アーチェリー、柔道、
剣道、自転車、ハンドボール

吹奏楽、軽音楽、写真、
アマチュア無線、天文、
茶道、文芸、書道、園芸、
自動車、美術、ESS、
囲碁、ボランティア、
動画研究

監　事　会 評　議　会 

◆名取キャンパス 

学生会総会

監　　　査

応　援　団 保健厚生委員会 行事委員会 選挙管理委員会 高専祭実行委員会 文化部会運動部会

［クラブ］
陸上競技、バドミントン
バスケットボール、
バレーボール（男子・女子）、
ソフトテニス、卓球、
サッカー、硬式野球、
剣道、山岳、柔道、
ラグビーフットボール、
テニス、ハンドボール、水泳

［クラブ］
吹奏楽、軽音楽、
写真、アマチュア無線、
科学、筝曲、囲碁将棋、
茶道華道、美術、DTM、
プログラミング

評　議　会 役　員　会

◆広瀬キャンパス







◆収入　877,398,713円 ◆支出　878,352,339円

運営費交付金
223,604,626

自己収入
396,348,346

施設整備費補助金
100,803,388

産学連携等研究収入
13,033,123

寄附金事業収入
24,735,694

その他補助金  55,573,536 科学研究費  63,300,000 人件費
  56,287,998円

教育研究費
482,768,250円

一般管理費
81,850,350円

施設整備費
100,803,388円

産学連携等研究経費
13,033,123円

寄附金事業費  24,735,694円
その他補助金  55,573,536円

科学研究費  63,300,000円



①東北大学大学院工学研究科、情報科学研究科、
　環境科学研究科と協定
②東北大学サイバーサイエンスセンターと協定
③東北大学大学院医工学研究科と協定
④山形大学工学部と協定
⑤宮城県高等看護学校と協定
⑥東北工業大学と協定
⑦学都仙台コンソーシアム
⑧ｅラーニング高等教育連携に係る
　遠隔教育による単位互換に関する協定

■大学等教育研究機関

①商工組合中央金庫仙台支店と連携協定

②杜の都信用金庫と連携協定

■金融機関

仙台高専

①宮城県と基盤技術高度化支援にかかる
　相互協力協定
②名取市と連携協定
③宮城県立がんセンターと連携協定
④宮城県産業技術総合センターと連携協定
⑤東松島市と震災復興に向けた連携協定
⑥宮城県・仙台市と協働教育基盤による地域
　高度人材の育成に関する協定

■官公庁

①産学連携振興会
   （法人会員（平成28年７月１日現在）132）
②みやぎ産業振興機構と連携協定

■産業界



フランス共和国
リールA技術短期大学

アルトワ大学

ドイツ連邦共和国
フェリックス-フェッヒェンバッハ-ベルーフスコレーク

フィンランド共和国
ヘルシンキメトロポリア応用科学大学
トゥルク応用科学大学
オウル応用科学大学

大韓民国
仁荷工業専門大学
青雲大学校

タイ王国
キングモンクット工科大学ラカバン校
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キャンパスマップ
1 正門＜名取＞

＜広瀬＞

2 守衛室
3 １号棟（事務棟）
4 ２号棟（萩工会館）
5 ３号棟（総合科学教育棟）
6 ４号棟（専門共同教育棟・地域イノベーションセンター）

17 プール
18 陸上競技場
19 野球場
20 テニスコート
21 弓道場・アーチェリー場
22 合宿研修施設
23 萩花寮

7 ５号棟（専攻科棟）
8 ６号棟（建築・電気棟）
9 ７号棟（図書館）
10 ８号棟（機械・マテリアル環境棟）
11 ９号棟（（旧）情報デザイン棟）
12 10号棟（創造教育センター）
13 11号棟（電子計算機室）
14 12号棟（第１体育館）
15 13号棟（武道館）
16 14号棟（第２体育館）

1 正門
2 守衛室
3 １号棟（管理棟）
4 ２号棟（図書館）
5 ３号棟（研究実験棟）
6 ４号棟（講義棟）
7 ５号棟（電子計算機室）

8 ６号棟（旧電子工学科棟・情報工学科棟）
9 ７号棟（情報処理設計工作室）
10 ８号棟（旧電子制御工学科棟）

18 合宿研修所
19 松韻寮
20 陸上競技場
21 野球場
22 テニスコート
23 ハンドボールコート

11 ９号棟（地域イノベーションセンター）
12 10号棟（専攻科研究実験棟）
13 11号棟（創造教育棟）
14 松韻会館
15 第１体育館
16 第２体育館
17 武道館



校歌
新たな時代を切り開く高専の夢と意気込み、
そして未来へ躍進する姿を明るく、力強く、格調高く表現
１. 仰ぐ秀麗　蔵王の峰よ

萌ゆる若葉（みどり）に　心も躍る

自治の旗風（はたかぜ）　あざやかに

たゆまぬ努力で　叡智を磨く

友よ究めん　科学の真理

ああ　仙台高専　夢呼ぶ我ら

校章
心のある技術者、そして、心に訴える
ものづくりができる人材を育ててほしい
という思いを込めて「心」を図案化

マスコットキャラクター
ロボットの「ロ」、キジの「ジ」、
新学科は七つで、タイ語で七の「ジェット」、
ロジックの「ロジ」から
「ロジェット」と命名

２. 名取・広瀬の　ふたつの川も

ひとつになりて　大海原へ

友愛（あい）を奏でる　波の音

溢れる情熱（おもい）は　世界をめぐる

友よ語らん　我らの使命

ああ　仙台高専　漲（みなぎ）る力

３. 高き理想と　鍛えし技で

宮城（ここ）を要に　花咲く文化

新たな息吹　頬（ほほ)にうけ

豊かな創造　時代を拓（ひら）く

友よ学ばん　希望に燃えて

ああ　仙台高専　輝く未来

保岡 直樹  作詩　　江村 玲子  作曲

宮城高専・情報デザイン学科 平成21年３月卒業生

齋　明日美

■デザイン

特　色 DIC254
プロセスカラー Ｃ100 / Ｍ60 / Ｙ18 / Ｋ0
RGBカラー Ｒ0 / Ｇ93 / Ｂ153

仙台高専マスコットキャラクター
「ロジェット」

収入・支出
56 平成27年度収入・支出額

土地・建物

教育・研究等活動
57 外部資金受入状況

産学官金連携（協定）一覧
58 学術交流

キャンパス
60 キャンパスマップ
61 アクセスマップ

42 図書館
43 情報基盤センター
44 創造教育センター

創造教育棟
45 実験実習試作室

電子デバイス試作室

施設
46 定員及び現員

奨学生数
47 出身地別在学者数

編入学試験実施状況
48 入学志願者数の状況
49 卒業生の進路状況

●進路状況・・・・・・49
●就職状況・・・・・・50

52 学校行事
53 課外活動
54 学寮
55 学生相談室

特別支援室

学生と学生生活

■JR 利用の場合
○JR仙台駅から東北本線・常磐線・阿武隈急行線仙台空港アクセス線
に乗車約14分
○JR名取駅下車、バス約10分、徒歩約25分

■名取市バス「なとりん号」 利用の場合
○名取駅西口のりばから、県立がんセンター線に乗車約10分、「仙台高
専名取キャンパス前」下車

■車 利用の場合
○東北道仙台南ICから約10km約20分
○仙台空港から約10km約15分

■航空機 利用の場合
○仙台空港から名取駅までは、仙台空港アクセス鉄道で、約10分。名取
駅からは、徒歩もしくは名取市バス「なとりん号」をご利用ください。

■JR 利用の場合
○JR仙台駅から仙山線に乗車約25分
○JR山形駅から仙山線快速で約55分
○JR愛子駅下車、徒歩約15分

■仙台市営バス 利用の場合
○仙台駅西口バスプール10番のりばから、作並温泉、定義、白沢車庫行
き約42分、「仙台高専広瀬キャンパス入口」下車、徒歩５分

■車 利用の場合
○東北道仙台宮城ICから山形方面へ約6.5km約10分
○仙台駅から西道路、R48経由で約12.5km約30分

■航空機 利用の場合
○仙台空港からJR仙台駅までは、仙台空港アクセス鉄道で、約25分（快
速17分）。仙台駅からは、JRもしくは仙台市営バスをご利用ください。

名取キャンパス（旧宮城工業高等専門学校） 広瀬キャンパス（旧仙台電波工業高等専門学校） 
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